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２．実施状況

３．総合診断
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1．事業の概要

講座参加者数
―
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青年の家利用件数
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・施設の管理とともに、青少年講座の企画・運営指定について管理。
・青少年の健全な成長と地域に役立つ人材の育成を目指し、青年対象講座、親子対象講座、こども対象講座、ジュニア
 セミナー講座を開催した。
・青少年講座修了後に結成された同好会に発表の場を提供するとともに、「青年の家フェスティバル」を開催し、青少年活動
 の交流を深めた。*参加団体：６団体、来場者数：約250人（主演者含）
・青年の家サポーター中高生サークルによる「イベント企画隊in小牧山」を開催した。
・18団体を青年の家登録団体・減免団体として、使用料の一部免除を行うなど、サークル活動等への支援を行った。
・不登校の悩みを抱える児童生徒の適応指導教室（学校教育課主管）への協力・支援を行った。
・「寺子屋」を夏休みの６日間、春休みの3日間開催し、安心して勉強や遊びに集中することができるよう、こどもの居場所づ
 くりを実施した。合計約170人の利用。

1,497計（B）
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新基本計画
（平成26年～平成30年）

基本施策 13 展開方向 4

予算区分 一般会計

青年の家管理運営事業

令和２年度以降

款 0204 中大
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10　教育費
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４．総合評価
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事務事業評価による額

・青年の家フェスティバルの場で団体同士の交流を図り、活性化に向けたＰＲを行っている。しかし、
会員獲得や活動の充実化としては細々としたものであり、青年層を中心とした活動は年齢とともに縮
小へ向かっていく傾向である。
・新たな利用者獲得のため、新しいプログラムを企画し提供しているが、定員を超える応募には至っ
ていない。講座の周知方法を再検討すると共に、青年の家運営委員会での意見を生かした講座開催
や事業展開を図る必要がある。
・親子対象講座やジュニアセミナーが定着してきているので、受講した小中学生が次代の青年活動を
支えるようなプログラムと、そこに現在の活動グループが指導育成の立場として交流または連携が図
ることができるよう検討しながら、事業を継続していく。

予算区分

改善点は見られない 改善点が若干見られる 大いに改善すべき

・青年対象講座の参加者数が減少にあり、小学生とその保護者を対象とした親子講座や、小中学生
を対象としたジュニアセミナーに講座の中心を移行した。
・ボーイスカウト利用の減少や、サークル・減免団体自体の会員減少が進んでいるため利用件数が
減少している。

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの
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